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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成23年3月31日(2011.3.31)

【公開番号】特開2009-198552(P2009-198552A)
【公開日】平成21年9月3日(2009.9.3)
【年通号数】公開・登録公報2009-035
【出願番号】特願2008-37133(P2008-37133)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  15/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  15/20    　　　　
   Ｇ０２Ｂ  13/18    　　　　
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成23年2月9日(2011.2.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
物体側より像側へ順に、正の屈折力の第１レンズ群、負の屈折力の第２レンズ群、１以上
のレンズ群を含む後群を有し、各レンズ群の間隔を変化させることによりズーミングを行
うズームレンズにおいて、開口絞りを有し、前記第２レンズ群を第１フォーカス群とし、
前記後群の１つのレンズ群のうちの一部を構成するサブレンズ群を第２フォーカス群とす
るとき、前記第１フォーカス群と前記第２フォーカス群はどちらも正レンズと負レンズを
有しており、前記第１フォーカス群を構成する正レンズと負レンズの材料の平均アッベ数
を各々Ｖｍｐ、Ｖｍｎ、前記第２フォーカス群を構成する正レンズと負レンズの材料の平
均アッベ数を各々Ｖｓｐ、Ｖｓｎ、無限遠から最至近撮影距離にフォーカシングしたとき
の前記開口絞りから前記第１フォーカス群の最も物体側の面頂点までの距離の差をΔＸｍ
、無限遠から最至近撮影距離にフォーカシングしたときの前記開口絞りから前記第２フォ
ーカス群の最も物体側の面頂点までの距離の差をΔＸｓとするとき、
ΔＸｍ×（Ｖｍｎ－Ｖｍｐ）×ΔＸｓ×（Ｖｓｎ－Ｖｓｐ）＞０
なる条件を満足することを特徴とするズームレンズ。
【請求項２】
前記後群の１つのレンズ群は前記後群の最も像側のレンズ群よりも物体側に位置するレン
ズ群であることを特徴とする請求項１のズームレンズ。
【請求項３】
前記第２フォーカス群の焦点距離をｆｓ、無限遠物体にフォーカスしているときの前記第
２フォーカス群を有するレンズ群の焦点距離をｆｆとするとき、
０．０１＜|ｆｆ／ｆｓ|＜０．４０
なる条件を満足することを特徴とする請求項１又は２のズームレンズ。
【請求項４】
前記第１フォーカス群のみで無限遠から最至近撮影距離へフォーカシングしたとき、ｇ線
の倍率色収差の差が正のときｇ＝１とし、負のときｇ＝－１とし、無限遠から最至近撮影
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距離へフォーシングするときの前記第２フォーカス群の移動量をΔＸとするとき、
ｇ×（Ｖｓｎ－Ｖｓｐ）×ΔＸ＞０
なる条件を満足することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項のズームレンズ。
【請求項５】
物体側より像側へ順に、正の屈折力の第１レンズ群、負の屈折力の第２レンズ群、１以上
のレンズ群を含む後群を有し、各レンズ群の間隔を変化させることによりズーミングを行
うズームレンズにおいて、前記第２レンズ群を第１フォーカス群、前記後群の１つのレン
ズ群のうちの一部を構成するサブレンズ群を第２フォーカス群とするとき、前記第２フォ
ーカス群よりも物体側に開口絞りを有しており、前記第２フォーカス群は１以上の正レン
ズと１以上の負レンズを有しており、前記第２フォーカス群を構成する正レンズと負レン
ズの材料の平均アッベ数を各々Ｖｓｐ、Ｖｓｎ、前記第１フォーカス群のみで無限遠から
最至近撮影距離へフォーカシングしたとき、ｇ線の倍率色収差量の差が正のときｇ＝１と
し、負のときｇ＝－１とし、無限遠から最至近撮影距離へフォーカシングするときの前記
第２フォーカス群の移動量をΔＸとするとき、
ｇ×（Ｖｓｎ－Ｖｓｐ）×ΔＸ＞０
なる条件を満足することを特徴とするズームレンズ。
【請求項６】
前記後群の１つのレンズ群は前記後群の最も像側のレンズ群よりも物体側に位置するレン
ズ群であることを特徴とする請求項５のズームレンズ。
【請求項７】
前記第２フォーカス群の焦点距離をｆｓ、無限遠物体にフォーカスしているときの前記第
２フォーカス群を有するレンズ群の焦点距離をｆｆとするとき、
０．０１＜|ｆｆ／ｆｓ|＜０．４０
なる条件を満足することを特徴とする請求項５又は６のズームレンズ。
【請求項８】
請求項１乃至７のいずれか１項に記載のズームレンズと、該ズームレンズによって形成さ
れた像を受光する固体撮像素子を有することを特徴とする撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　本発明のズームレンズは、物体側より像側へ順に、正の屈折力の第１レンズ群、負の屈
折力の第２レンズ群、１以上のレンズ群を含む後群を有し、各レンズ群の間隔を変化させ
ることによりズーミングを行うズームレンズにおいて、開口絞りを有し、前記第２レンズ
群を第１フォーカス群とし、前記後群の１つのレンズ群のうちの一部を構成するサブレン
ズ群を第２フォーカス群とするとき、前記第１フォーカス群と前記第２フォーカス群はど
ちらも正レンズと負レンズを有しており、前記第１フォーカス群を構成する正レンズと負
レンズの材料の平均アッベ数を各々Ｖｍｐ、Ｖｍｎ、前記第２フォーカス群を構成する正
レンズと負レンズの材料の平均アッベ数を各々Ｖｓｐ、Ｖｓｎ、無限遠から最至近撮影距
離にフォーカシングしたときの前記開口絞りから前記第１フォーカス群の最も物体側の面
頂点までの距離の差をΔＸｍ、無限遠から最至近撮影距離にフォーカシングしたときの前
記開口絞りから前記第２フォーカス群の最も物体側の面頂点までの距離の差をΔＸｓとす
るとき、
ΔＸｍ×（Ｖｍｎ－Ｖｍｐ）×ΔＸｓ×（Ｖｓｎ－Ｖｓｐ）＞０
なる条件を満足することを特徴としている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　本発明のズームレンズは、物体側より像側へ順に、正の屈折力の第１レンズ群、負の屈
折力の第２レンズ群、１以上のレンズ群を含む後群より成っている。ズーミングに際して
は各レンズ群の間隔を変化させている。フォーカシング（フォーカス）に際しては第２レ
ンズ群を第１フォーカス群（主合焦レンズ群）、後群中の１つのレンズ群のうちの一部を
構成するサブレンズ群を第２フォーカス群としている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３９】

【表１】

【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１７】
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